












研究目的 

心身障害児への社会的関心は,最近かなり高まり,情報も豊かになっているが,意外と,障害

児とは,外見的に明らかな身体的特徴を示すものというイメージが根強く,形態異常の少な

い精神遅滞児や行動障害児については一般の認識にあやまりの多いのは驚くべきことであ

る。特に,これらの障害児の親は,これといった身体的特徴がないわが子を,「障害児ではな

い」,「単なる自閉症だ」,「言語障害児だ」というようなことにこだわりつづけ,子どもの

状態像に合わせた早期の養育的かかわりが不十分となっていることが多い。 

この研究では,比較的身体的合併症の少ない精神遅滞児や,自閉的障害児の早期の親の養育

態度の問題点を明らかにして,よりよい発達をもたらす養育方法のあり方をさぐろうとす

るものである。 

既に,多くの研究から,これらの障害の主原因として早期の養育態度が関係することは否定

されてはいるが,障害像を軽減するためには,早期の養育的かかわりが大いに関与すること

が明らかにされてきた。さらに,子どもの障害像が親の態度を規定するとも云われ,障害児

の親子関係のあり方が注目されてきた。 

我々の研究は,これらの親の養育態度の観察と治療的働きかけを,発達障害幼児とその親の

治療プログラムの中で行った。今年度は,主として direct observationを通しての障害児

の親の障害意識,養育態度,指導による変化を調べ,次年度は,身体的特徴の明らかな障害児

の親の態度との比較研究や,超早期からの障害認知による養育経過の追跡調査などを計画

している。 


